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者
で
あ
っ
た
。
氏
の
認
識
論
の
璽
理
性
と
生
の
碧
學
一
般
に
甥
す
る

批
到
の
正
當
性
は
或
る
程
度
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
ら
う
が
、
そ

の
文
化
糎
學
は
、
實
存
の
全
書
を
蔽
ふ
に
は
あ
ま
り
に
挾
小
で
あ
り
、
時

代
の
要
求
を
充
す
に
は
あ
ま
り
に
無
力
で
あ
っ
た
Q
勿
論
そ
れ
ら
を
氏
の

學
の
暫
學
に
求
め
る
こ
と
は
本
來
無
理
で
は
あ
る
が
、
氏
の
功
績
多
き
交

化
工
離
の
理
論
も
決
し
て
回
り
豊
か
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
Q
我
々
は
こ

の
前
世
代
に
書
す
る
哲
識
者
の
現
代
的
意
義
を
難
ね
る
べ
き
で
は
な
く
、

寧
ろ
そ
の
攣
至
誠
實
を
學
ぶ
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
（
H
）

寄
　
購
　
雑
　
誌

九
月
號
　
哲
學
難
誌
、
交
化
、
思
想
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
法
墨
論
叢
、

経
濟
論
叢
、
學
校
教
育
、
信
濃
教
育
、
唯
物
論
研
究
、
豊
野
學
縫
、
生
埋

學
研
究
、
折
白
墨
・
改
造
、
湖
畔
の
麗
、
鶴
野
、
世
界
文
化

一
二




